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ま
し
た
。

議
別
一
金

d

額
一
一
，
人
当
り
一
一
世
帯
当
り

市
続
一
八
八
、
一
一
六
七
、0
0
0
一
一
、
六
八
万
O

丸
一
宅
、
六
回
一
一
五O

市
俊
一
七
六
、
九
四
O
、
八
七
一
一
一
つ
四
六
八
一
八
六
一
六
、
六
六O
一
九
七

一
合
計
一
一
六
五
、
一
一
O
七
、
λ
七
一
一
一
一
一
一
、
一
五
一
一
一
一
九
五
一
一
回
、
一
一
一

O

一
一
一
四
七

六
、
財
産
及
一
時
借
入
金
現
在
額

市
有
財
産
政
次
の
滋
り
で
あ
り
ま
一
ず
。

イ
、
建
物
八
、
七

O
一
ニ
坪

ロ
、
土
地
図
一
、
四
六
一
一
係

昭
和
二
十
六
年
一
一
一
月
一
二
十
一
門
口
務
在
一
時
借
入
金

イ
事
競
輪
場
建
設
資
金
一
二
五
、

0
0
0
、

0
0
0
内

ロ
、
一
般
行
政
費
'
と
し
て
の
一
時
借
入
金
は
ー
あ
り
ま
せ
ん

a

生
、
む
ナ
び祁

二
十
五
一
〈
完
全
な
る
自
治
楼
の
確
立
と
ち
一
昨
寸
り
一
間
置
の
関
心
を
も
っ
て
住
み

分
の
あ
ら
一
苧
塚
市
の
後
援
並
び
に
平
和
日
本
一
よ
い
卒
出
掛
市
じ
し
、
更
に
我
罰
金

た
が
、
今
一
の
復
興
を
希
う
も
の
で
あ
り
ま
す
一
体
の
議
長
に
思
い
友
致
さ
れ
る
と

り
大
き
な
一
と
の
毎
回
の
財
政
官
事
情
に
よ
っ
一
と
を
お
綴
い
し
て
今
回
の
財
政
事

一
臼
も
竿
一
て
、
皆
様
が
市
財
政
の
欽
況
を
目
見
一
情
左
結
ぶ
と
と
に
致
し
ま
す
。

事ー

れ
ま
し
た
と
と
は
周
知
の
遜
h
v

で
一
恵
接
利
害
関
係
の
あ
る
農
業
行
政

一
みE
し
い
答
申
た
し
て
頂
き
た
く
一
す
が
‘
と
の
稔
を
公
明

T
に
細
部
す
る
一
及
施
策
等
竿
審
議
す
る
委
員
で
あ

従
来
土
地b

出
家
震
の
税
金
算
出
の
一
準
で
算
出
し
た
税
額
で
三
型
店
の
一
御
願
致
し
ま
す
。
一
に
は
評
一
償
が
公
一
ゃ
に
な
さ
れ
る
と
一
り
ま
す
の
で
も
人
格
、
誠
見
は
勿

基
礎
で
あ
る
課
税
標
準
は
台
綬
じ
一
納
税
を
頗
い
、
九
月
一
一
一
十
日
昨
山
正
一

0
0
0
0
0
0

一
色
で
す
。
そ
の
資
料
と
致
し
ま
し
一
論
農
業
の
改
良
発
建
に
熱
意
あ
る

霊
宝
れ
円
、
い
る
賃
貸
一
震
で
あ
一
は
定
式
債
務
が
決
定
さ
れ
ま
す
の
一
家
麗
申
告
書
を
一
て
さ
き
に
堅
立
て
ま
し
た
出
夜
間
同
一
一
立
主
義
孝
義
ば
れ
る
と
正
友

り
ま
し
た
。
従
っ
て
こ
れ
は
一
度
一
で
、
そ
の
上
で
総
定
税
制
献
を
算
定
一
一
申
告
警
の
未
明
羽
山
川
の
方
は
玄
念
綿
一
希
堅
い
た
し
ま
す

e

ム
口
一
俊
じ
の
せ
ら
れ
ま
す
と
数
年
間
一
し
て
殴
間
安
定
は
と
れ
を
言
均
一
塁
話
し
て

f
t

ぃ
一
提
出
下
さ
る
様
震
ね
て
議
長
一
と
芸
懇
山
初
日
段
下

務
況
の
如
何
に
か
ふ
わ
ら
や
麹
え
一
滅
し
た
令
撃
を
お
厨
け
し
て
直
営
一
地
方
税
法
の
改
涯
に
依
り
ま
し
一
し
ま
す
。
一
市
町
村
農
業
委
員

る
と
止
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
た
税
額
を
完
納
し
て
い
た

Y

く
と
一
て
、
家
日
告
謀
、
せ
ら
れ
る
殺
が
家
一
一
七
同
町
二
十
日

と
と
ろ
が
昨
年
法
律
が
改
恋
さ
れ
一
と
じ
な
っ
て
田
す
ま
す
。
一
一
鯨
農
業
委
員

れ
弘
前
時
惜
し
お
十
語
長
時
間
抑
制
明
日
誌
得
一
藤
鱗
は
毎
日
ふ
え
て
い
る
一

Z
は
れ
る
こ
M
M
U
け
ト
げ
た

そ
の
年
一
月
一
日
ハ
今
年
に
阻
す
一
は
じ
め
ら
れ
ま
す
が
、
調
査
後
の
一
苧
塚
市
で
も
六
月
一
日
現
在
で
二
一
た
茜
の
輸
出
手
乞
調
べ
て
見
る
と
祭
一
選
一
挙
一
広
法
に
暴
い
て
事
器
管
理
委

四
月
一
門
出
)
現
在
の
俊
裕
'
と
い
う
一
異
動
〈
地
図
嬰
換
、
家
庭
の
新
橋
一
十
四
名
の
患
者
が
出
て
や
り
、
と
一
掴
叫
が
一
一
子
市
民
佼
で
す
と
一

m
x
u赤
一
員
舎
が
棒
切
返
し
て
行
い
ま
す
が
、

止
に
た
り
ま
し
た
e

と
の
償
絡
一
改
築
致
援
等
)
が
あ
っ
た
と
き
は
、
一
れ
は
昨
年
同
期
の
一
一
一
倍
に
出
躍
し
と
一
痢
古
闘
は
四
時
間
後
に
は
四
万
尽
に
一
次
に
市
町
村
農
業
委
員
合
同
委
員
の

は
市
長
が
決
定
す
る
の
で
あ
り
ま
一
所
有
者
が
堕
ち
じ
そ
の
回
目
、
市
長
一
の
ま
与
で
抽
出
み
ま
す
と
、
梅
雨
を
一
な
る
?
と
一
言
は
れ
ま
す
。
一
選
察
機
及
一
被
選
察
機
等
掲
げ
ま
し

ず
が
、
そ
の
に
あ
今
度
評
一
僚
長
と
一
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
一
遇
制
定
八
月
頃
は
ど
の
伐
の
赤
病
患
一
凶
器
飲
弘
之
民
主

J
L

し
む
と
在
、
一
た
か
ら
選
一
挙
に
釣
し
そ
の
品
川
勝
係

い
う
も
の
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
e

一
又
所
有
者
が
市
内
に
住
ん
で
い
な
一
者
が
出
る
か
誠
に
恐
ろ
レ
い
欺
師
臨
一
と
れ
か
ら
は
胃
腸
の
活
動
が
鈍
ち
一
者
に
於
い
て
不
坊
の
点
御
間
合
せ

罰
則
一
俊
員
は
補
助
員
と
共
に
毎
年
こ
い
と
き
は
市
内
居
住
者
の
う
ち
か
一
に
な
り
ま
ず
。
ぎ
同
」
ん
は
一
人
ニ
易
く
な
り
ま
ず
か
ら
、
日
群
飲
薬
品
友
一
は
、
選
懇
管
理
委
員
舎
纂
一
務
局
(
前

回
一
覧
一
地
に
調
査
し
て
一
過
程
生
時
一
償
一
ら
も
納
税
管
理
人
を
定
り
の
た
け
れ
一
人
赤
痢
習
に
総
は
れ
て
い
る
と
土
佐
?
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
ピ
一
役
所
内
)
御
連
絡
下
き
い

u
a

を
一
言
同
し
ま
す
e

一
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
土
地
二
し
て
も
、
翌
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
向
便
庁
、
犯

J

情
め
に
憾
の
出
入
亡
、
選
一
挙
権
正
被
選
摩
擦
は
是
の

昨
年
は
短
時
日
の
開
叫
に
謀
殺
し
な
一
家
屋
、
僕
去
最
埠
妄
使
用
し
て
一
自
分
は
赤
痢
な
ぞ
に
は
鷺
到
に
か
一
し
た

V
仇
う
吋
ヱ
犬
ず
る
と
と
。
二

m
告
さ
の
隆
一
域
内
じ
告
別

け
れ
ば
な
ら
た
か
っ
た
の
で
禁
後
一
い
る
方
内
所
有
者
に
そ
の
旨
ゐ
て
ら
な
い
と
臨
凶
器
一
日
出
来
る
人
が
局
一
便
所
の
吸
取
口
一
は
完
全
に
護
な
し
'
一
、
を
有
し
一
反
歩
以
上
の
農
地
に

を
す
る
い
と
ま
が
が
く
、
法
律
で
一
知
ら
せ
下
さ
い
。
一
る
で
し
ょ
う
か
。
と
の
問
題
は
良
一
使
池
の
中
を
階
く
し
て
、
慾
に
は
一
っ
き
耕
作
の
義
務
を
晶
画
、
む

4
4で

を
d
れ
た
九

O
O
倍
或
は
一
、
o

一
詳
俊
決
定
し
た
岡
山
定
資
産
の
傍
裕
一
錫
に
亨
え
て
い
た

r

き
た
い
と
忠
一
金
締
役
一
強
り
憾
の
出
入
し
た
い
よ
一
年
十
令
、
精
一
一
十
才
以
上
の
宗
と
置

八
O

守
'
」
い
う
億
数
を
賃
貸
一
得
裕
一
設
課
税
ム
口
一
宮
登
録
七
た
と
昔
、
一
い
ま
す
。
一
う
に
し
て
工
ぶ
。
肥
料
抑
閣
に
は
一
そ
の
者
の
間
同
胞
の
線
放
叉
神
宮
、
一

に
梁
じ
て
課
税
標
準
を
定
め
ま
し
一
そ
の
台
一
般
を
関
係
者
に
縦
覧
さ
せ
一
可
愛
い
ふ
さ
か
り
の
子
供
さ
ん
の
一
必
や
完
全
な
蓋
身
し
て

T
d
い
@
一
の
配
係
者
で
あ
る
。
但
し
農
業
一

た
。
本
年
も
一
期
分
心
令
書
を
後
一
ま
す
。
期
間
同
は
本
年
十
月
一
お
か
一
生
命
役
一
夜
に
し
て
苧
喜
一
刻
、
一
町
議
人
時
間
訟
は
最
も
危
険
で
す

e

一
委
員
の
立
候
補
の
田
富
抽
選
一
色

付
す
る
お
~
に
詳
僚
が
間
に
あ
い
ま
一
ら
十
日
ま
で
で
す
。
一
粘
血
一
使
、
善
意
霊
引
委
し
む
赤
一
芝
府
主
見
た
ら
一
庭
内
、
、
欝
一
切
り
診
断
一
の
公
一
部
門
六
同
塁
手

B
V
の
日
一

せ
ん
の
で
、
一
癖
臨
時
昨
年
の
咽
尚
一
窪
田
一
義
務
課
〉
一
巧
と
の
恐
し
い
病
気
も
皆
さ
ん
一
を
受
け
て
下
さ
い
。
一
か
ら
七
月
十
日
ま
で
ハ
毎
日
午

ず
晶
惨
を
之
島

F
E

一
が
日
常
一
寸
注
意
す
る
た
け
で
必
一

m
w飲
用
水
、
川
水
に
注
意
す
る
と
一
前
八
時
一
一
一
十
分
か
ち
午
后
五
時
一

詩
守
噂
坤
甑
げ
一
歩
予
防
が
出
来
、
健
康
で
明
る
い
一
止
も
共
一
同
井
戸
や
川
水
か
ら
笠
幽
一
ま
で
v

。
一

-
h

叩

:
2
j

…
生
活
配
管
む
と
と
が
出
来
ま
す
。
一
的
に
赤
痢
の
殺
生
し
た
例
は
企
な
一
円
選
管
事
務
局
廃
業
課
叫
一

続
許
調
査
一
刃
先
づ
一
帯
大
切
な
と
と
は
予
を
で
あ
り
ま
せ
ん
。
芸
長
ど
一;
;
j
j
j
j

一

〕
一
一
時
一
恥
う
と
と
。
松
山
遂
の
手
段
非
常
に
γ
は
危
険
で
す
。
弁
戸
水
ぽ
問
一
紛
一
人
名
に
摺
い
る
血

に
一
御
協
力
、
下

3
0
V
一
汚
れ
て
い
る
と
す
ら
れ
ま
す
。
一
で
す
事
し
ま
し
ょ
う
。
一
漢
字
の
増
加

詩
話
お
野
監
混
同
一
段
位
同
お
き
も
そ
の
一
間
軒
わ
れ
託
訪
問
叫
了
詰
日
ロ
日
品
開
一
守
正
月
鉱
脈
鍔
緊
吋

れ
ま
す
。
一
主
な
雲
南
一
室
叫
ん
末
、
林
業
、
狩
一
必
十
手
を
洗
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
一
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
部
が
改
正
さ
れ
て
日
用
漢
字
表
」

M諸
問
一
一
臨
時
間
一
一
…
山
吋
一
段
十
一
見
山
川
市
援
護
業
一
日

γ開
花
一
一
U
U
M山
一
農
業
委
員
舎
一
一
一
環
に
取
説
明
時
明
訴

す
る
銭
に
行
う
も
の
で
、
税
金
の
一
②
公
営
事
業
所
で
公
務
に
該
蛍
一
で
す
。
一
霊
園
興

m
w選
襲
一
宗
一
一
弘
一
川
一
蹴
詑
清
一
間
一
げ
は

対
象
と
か
労
働
関
係
法
規
逮
反
の
一
ず
る
も
の
。
一
ω
一
級
を
捕
る
と
と
@
掘
は
赤
出
制
流
一
従
来
農
業
関
係
の
仕
事
は
既
に
皆
一
お
し
ら
せ
し
恋
ナ

σ

ハ
戸
籍
低v

埜
授
等
統
計
以
外
の
目
的
に
使
わ
一
③
場
所
一
的
設
備
が
恒
久
的
で
な
い
一
行

C

大
き
な
原
因
じ
な
り
ま
す
。
一
さ
ん
も
御
承
知
の
遜
り
農
地
委
員
一
発
丞
乃
之
也
五
一
亥

れ
る
率
一
は
懇
到
に
有
り
ま
せ
ん
の
一
も
の
。
一
路
を
捕
る
と
ー
と
は
平
凡
な
と
と
で
一
品
問
、
農
業
調
査
委
員
舎
も
農
業
改
一
亦
字
亮
仙
伊
反
取

で
‘
該
設
す
る
事
業
所
は
一
挙
実
有
一
④
法
人
で
友
い
ま
震

J
で
休
業
中
一
す
が
当
者
都
予
防
上
日
常
も
重
要
な
一
良
委
員
舎
の
一
一
一
つ
の
委
段
舎
に
よ
…
只
奈
良
哉
姦
圭
制

り
の
僚
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
一
の
も
の
。
一
と
と
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
家
丁
各
会
の
定
め
た
霊
山
の
仕
事
一
三
氏
街
畿
巳
庄
町
弘

御
参
考
叶
山
~
に
務
夜
総
額
共
の
他
を
一
⑤
法
人
で
泣
い
事
業
所
で
牧
入
を
一
だ
け
で
畑
地
令
指
つ
で
も
叉
隣
近
所
一
を
し
て
来
、
た
の
で
あ
ち
ま
す
が
、
一
掬
彦
悌
数
霞
録
音

奉
T
却
ゃ
い
ま
ナ
と
、
「
事
業
所
」
一
得
て
従
事
す
る
従
業
者
を
占
有
し
一
か
ら
入
っ
て
く
る
か
ら
捕
つ
で
も
一
今
度
之
等
の
委
員
食
抽
出
解
消
し
新
一
智
揚
筋
杉
桟
籾
糠

と
は
「
仕
事
の
行
わ
れ
て
い
る
二
な
い
も
の
。
一
無
駄
ど
も
と
閉
山
う
か
も

h
mれ
ま
せ
一
ら
し
〈
設
置
さ
れ
る
農
業
委
員
食
一
橘
飲
欽
毅
浩
浮
熊

定
の
場
所
」
の
と
'
ど
で
‘
遜
例
一
ム
一
③
連
合
一
国
軍
一
え
は
外
国
政
府
の
豆
ん
が
、
決
し
て
無
駄
で
は
あ

3

之
が
之
等
の
仕
事
を
全
部
や
っ
て
行
一
爾
猪
玲
琢
瑞
兆
一
経

J

場
、
銭
山
、
畿
道
、
パ
ス
の
嘗
主
管
す
る
一
築
業
所
、
日
本
図
有
銭
一
ぜ
ん
。
嶋
一
匹
じ
は
数
億
の
ば
い
一
く
と
と

L

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
一
瞬
磯
紘
一
勝
一
腕
稔
穣

所
、
銀
行
、
舎
一
位
、
事
務
所
、
均
一
道
及
び
民
本
専
売
公
一
円
一
菌
が
防
車
躍
し
て
い
る
と
一
言
は
れ
ま
一
の
仕
事
の
章
一
一
裂
さ
は
今
更
取
す
迄
一
綾
惣
醐
相
殺
胤
艶
甘
や

店
は
勿
論
接
校
、
一
料
一
拡
、
寺
院
、
一
以
上
は
誠
奈
範
関
よ
り
除
か
れ
ま
一
ナ
。
一
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
藤
蘭
虎
探
締
反
諮

問
露
、
放
館
、
料
理
店
、
浴
場
、
一
す
。
一
間
食
品
に
お
し
て
段
常
に
注
意
す
一
今
回
の
農
業
委
員
の
選
挙
に
つ
い
一
商
銀
鎌
靖
須
馨
即

吹
恵
問
等
で
有
り
ま
す
。
一
暗
雲
営
臼
競
奈
良
の
方
が
各
事
業
一
る
と
と
も
生
物
等
に
は
特
に
注
意
一
て
は
農
家
の
皆
さ
ん
は
章
一
大
た
関
一
銀
鱗
鶴
成
鷹
市
門
龍

次
に
該
営
曲
す
る
も
の
は
調
査
の
第
一
所
を
巡
回
し
謂
杢
員
が
一
事
業
主
一
す
る
と
と
が
必
要
で
刺
身
に
つ
い
て

U
を
梯
っ
て
活
ら
れ
る
乙
と
ふ
尽
一
品
唱


